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2026年2月期 3Q累計期間 連結業績ハイライト

連結 YoY
25年度通期
連結見通し

進捗率

国内 YoY 国際 YoY

営業収益 ４,215 億円 １08 ％ 2,48３ 億円 １10 ％ 1,752 億円 １07 ％ 5,700 億円 74 ％

営業利益 417 億円 110 ％ 136 億円 111 ％ 279 億円 １10 ％ 570 億円 73 ％

経常利益 422 億円 108 ％ － ー － ー 570 億円 74 ％

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
144 億円 105 ％ － ー － ー 210 億円 69 ％
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202６年2月期 ３Q会計期間（3ヶ月間） 連結業績ハイライト

連結 YoY

国内 YoY 国際 YoY

営業収益 1,434 億円 １08 ％ 830 億円 １06 ％ 605 億円 １09 ％

営業利益 １33 億円 １24 ％ 41 億円 149 ％ 91 億円 117 ％

経常利益 １30 億円 110 ％ － ー － ー

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
57 億円 １61 ％ － ー － ー
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２4/３Q 営業利益

３７９
億円

融資収益 
+６８

割賦収益
（包括・個別）
＋７７ ４１7

億円

YoY１１０％

金融収益 
+１４７

その他 
+３４

金融費用
+１８３ 貸倒関連費用

＋３０
その他費用
＋7５

営業収益  YoY１08％
（＋３27億円）

営業費用 YoY１０８％
（＋２８９億円）

3Q累計期間 連結決算サマリ

連結有効IDは5,838万人(期首差＋２６6万人)、取扱高・営業債権残高の拡大に寄与

金利上昇に伴う調達コストは増加も、貸倒関連費用等の増加抑制により増収増益を達成

２5/３Q 営業利益 ２5/３Q 四半期純利益

１４４
億円

YoY１０５％

・国内・金利環境変化に伴い金融収益拡大
・イオン・アリアンツ生命㈱の譲渡による
収益減少に対し、ポイント事業等の
国内外での役務収益の拡大がカバー

生産性の向上

・高利回り債権残高※が拡大
 国内高利回り債権比率は17％に回復
国内 :     8,032億円（YoY101％）
国際 :１兆1,599億円（YoY1１6％ ）

資産収益性の向上

単位 ： 億円

収益 費用

・国内預金の拡大による金融費用増
・AI等の活用による、与信・回収精度の
向上による貸倒関連費用、人件費の
増加を抑制

費用コントロール

※ 高利回り営業債権：国内リボ・分割、キャッシング、無担保ローン及び国際事業における債権、債権残高は流動化実施後を記載
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国内事業
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２5/3Q

[国内] 3Q累計期間 営業利益 前期差内訳

２4/3Q

一般管理費等
＋152

販促費
▲22

１２２億円 １３６億円

貸倒関連費用
▲７

• 銀行業における金融収益が増加 一方、預金利息や一般管理費の増加等により営業利益は+13億円

主
な
内
容

[営業収益]

・カード収益 ＋６０億円
 （包括信用購入あっせん収益＋43億円、融資収益＋1６億円）

・金融収益 ＋１4７億円
  （利息・配当+76億円、貸出金利息+38億円、
日銀当座預け金利息＋１５億円、有価証券売却益+3億円）

・他収益  ＋７3億円
  （役務取引収益+6５億円）

[営業費用] 

・金融費用   ＋164億円
（預金利息＋96億円、国債等のリバランス＋４４億円、金利スワップ利息
＋１５億円）

・販促費   ▲22億円 （科目変更影響除き※ +6億円）

・一般管理費等  ＋１52億円 （科目変更影響除き※ ＋123億円）
（システム運営費＋43億円、支払手数料＋42億円、人件費 +11億円）

金融収益 
+１4７

流動化益
+1

他収益 
+7３

営業収益 
＋２１9億円

営業費用 
＋２０５億円

金融費用
＋１64

単位 ： 億円

費用減

収益増 収益減

費用増

カード収益 
＋６０

ｲｵﾝ・ｱﾘｱﾝﾂ
生命影響
（収益） 
▲62

ｲｵﾝ・ｱﾘｱﾝﾂ
生命影響
（費用） 
▲80

※今期より一部費用の計上を、販促費から一般費に変更
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［国内］ 顧客基盤 ＜有効ID＞

• コード決済「AEON Pay」のチャージ払い会員を中心に有効IDが拡大 （期首差＋２２５万人）

（万人）

2,000

3,000

4,000

25/３Q22/３Q 23/３Q 24/３Q2１/３Q
0

生産性
（収益拡大）

3,８４０万人

（YoY107% / 期首差＋２２５万人）

※有効ID ： イオンカードやAEON Pay、イオン銀行口座等の当社提供サービス利用の顧客数

※会員が重複する場合は、名寄せして集計
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［国内］ 顧客基盤 ＜イオンカード、AEON Pay＞

• カード有効会員数は期首より41万人増加

• AEON Payはコンビニ等の利用可能箇所が拡大、会員数は1,030万人

カード有効会員数・稼働率

生産性
（収益拡大）

17.0%

19.0%

21.0%

23.0%

400

600

800

1,000

1,200

AEON Pay ID登録会員数・稼働率、利用可能箇所数

（万人）

64.0%

66.0%

68.0%

70.0%

2,400

2,500

2,600

2,700

1,030万人
(期首差＋214万人）

KPI：
＋１００万箇所
（進捗率７３％）

2,657万人
（期首差＋4１万人）

0 0

（万人）

2４/3Q 4Q 3Q 24/３Q ４Q 2Q
0 0

66.3％
(YoY▲0.5pt)

20.6％
(YoY+1.1pt)

利用可能箇所数

２３７万
箇所

３７６万箇所
（期首差＋７３万）

2Q 2５/1Q

3０3万
箇所

2５/1Q ３Q
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[国内] 自社決済取扱高

0

20,000

40,000

60,000

80,000 電子マネー取扱高

カードショッピング取扱高

自社決済 累計取扱高

（億円）

• イオングループでの特典浸透やAEON Pay利用促進により決済取扱高が拡大

7兆3,82８億円
（YoY 104%）

24/3Q

生産性
（収益拡大）

ショッピング
5兆8,717億円
(YoY 106%)

電子マネー
１兆5,１11億円
(YoY ９９%)

25/3Q23/3Q22/3Q21/3Q
0

900

1,800

2,700

3,600
AEON Payチャージ払い

AEON Payクレジット払い

うち、AEON Pay取扱高

23/３Q 24/３Q 25/３Q

（億円）

クレジット払い
３,104億円

(YoY 144%)

チャージ払い
３０４億円

(YoY ２６４%)

3,40８億円
（YoY 150%）KPI：10兆円

（進捗率74％）

※電子マネー取扱高にはAEON Payチャージ払いを含む
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0

2,500

5,000

7,500

10,000

リボ・分割残高

キャッシング･無担保ローン残高

［国内］ 高利回り債権残高の状況

（億円）

• 高利回り債権比率（流動化実施後）は前期末の債権流動化実施により低下したものの、

期首から段階的（１Q末： +0.1pt 、２Q末：+0.2pt、3Q末：＋0.6pt）に回復

23/3Q21/3Q 22/3Q 24/3Q 25/3Q

8,94４億円
（期首差+526億円/YoY107%）

債権流動化前残高推移

資産収益性
向上

7,608億円

20/3Q

KPI：＋550億円
（進捗率96％）

4兆3,867億円

4兆5,729億円

国内総営業債権
4兆7,072億円

5.0兆円

16.2%

17.4% 17.1%

20.0%

12%

16%

20%

24%

0

4,000

8,000

12,000

高利回り債権比率と残高推移（債権流動化実施後）
※高利回り債権：リボ・分割、キャッシング、無担保ローン

構成比

7,943億円
7,124億円

23/3Q 24/3Q 25/3Q

(▲0.3ｐt)

１.0兆円

高利回り債権
8,032億円

（期首差+779億円/ YoY101%）

ショッピングリボ
期首差＋190億円 

/YoY109%

分割払い
期首差+139億円
/YoY136%

キャッシング
期首差＋184億円
/YoY103%

無担保ローン
期首差＋12億円
/YoY 100%

中期的目標
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[国内] 銀行預金

イオン銀行預金残高

0

15,000

30,000

45,000

60,000

23/３Q22/３Q 24/３Q 25/３Q

5兆４,７０３億円

（期首差＋２,６８６億円、YoY １１２％）（億円）

• 預金の獲得ペースは鈍化するも、期首差＋2,686億円、YoY１１２％と安定成長を維持

• 生活口座化の推進（Myステージ上位構成比YoY＋1.0pt）による、普通預金の獲得を進める

21/３Q

KPI：＋5,000億円
（進捗率５4％）

0%

50%

100%

23/3Q 24/3Q 25/3Q

お取引内容に応じた優遇制度

※1 イオン銀行Myステージ

①クレジット、WAONの利用実績
②住宅ローン/無担保ローン
③給与・年金受取口座

etc...

２５.3％

（YoY ＋1.0pt)

口座に占める「イオン銀行Myステージ※1」 上位※２構成比

※2 上位構成比…
イオン銀行Myステージのゴールド
ステージ＋プラチナステージ構成比

日常的に利用いただく生活口座化を推進
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56%

60%

63%

25/1Q 25/2Q 25/3Q

35年以下 35年超 39歳以下

[国内] 住宅ローン

0

1,250

2,500

3,750

5,000

住宅系ローン 累計取扱高
（億円）

22/3Q 25/3Q24/3Q23/3Q

• 住宅ローン取扱高の前年同期比は、会計期間ごとに回復基調 （１Q：５3%、2Q：83%、3Q：１００%)

• ４月より開始した35年超長期ローンが拡大 ３９歳以下の構成比が高まる

住宅ローン※取扱高に占める ３５年超・39歳以下比率

3,442億円

（YoY 76％）

2１/3Q

３５年超

30%

３５年以下

７0%

７８%

２２%

６%

９４%

39歳以下

※居住用住宅ローン
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[国内] 預金での資金調達と運用利回り

政策金利と預金調達コストの推移

-0.20

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

政策金利 預金調達コスト
（%）

※イオン銀行単体、預金残高は月末時点にて集計
※政策金利は日本銀行公表値を基に作成

預金
５.２兆円

前期差＋6,722億円

預金 5.4兆円

前期差＋億円前期差＋億円

貸出金 ３.２兆円

割賦売掛金 １.4兆円
YoY＋６９３億円

現金預け金 ０.4兆円

有価証券 1.0兆円
YoY＋3,741億円

その他負債
1.3兆円

純資産 0.2兆円

YoY＋６４４億円

その他資産 0.8兆円

YoY+5,780億円

平均利回り*1

住宅系ローン *2

1.26%（+0.42pt）

キャッシング 

15.03%（+0.14pt）

無担保ローン 

9.01%（+0.06pt)

リボ・分割

15.43%(+２.９８pt)

銀行業における
有価証券 

 1.75%(+0.22pt)

平均預金金利 *1

0.39%
(YoY+0.21ｐｔ)

*1 四半期収益又は費用（2025年９月、10月、1１月） ÷ 期間平均残高（2025年９月、10月、１１月） × ４
*2 居住用住宅ローンと投資用マンションローンの貸出金

• イオン銀行の低利な調達機能を活かし、高利回り資産を拡大し収益力を強化

運用の利回り実績

（）は前年同期差

生産性
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［国内］ 貸倒関連費用率、人件費率の推移
生産性

（費用ｺﾝﾄﾛｰﾙ）

• 営業債権残高に対する貸倒関連費用率は、引き続き低位で安定

• ３Q会計期間の人件費率はYoYで1.4%低下。DX活用やコスト見直し等による生産性向上に取り組む

貸倒関連費用率の四半期推移

※営業貸付金と割賦売掛金の合計残高に対する貸倒関連費用率

0.0%

0.2%

0.4%

0.6%

0.8%

人件費率の四半期推移

24/1Q23/3Q 2３/4Q 24/3Q24/2Q 24/4Q 25/1Q 2５/2Q
15.0%

17.0%

19.0%

21.0%

23.0%

24/1Q23/3Q 2３/4Q 24/3Q24/2Q 24/4Q 25/1Q 2５/2Q

近似曲線

人件費率

※人件費/営業収益比率

2５/3Q2５/3Q
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国際事業
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[国際] セグメント別 業績ハイライト

• 累計期間では、マレー圏の営業利益が増益となり、全エリアで増収増益を達成

• ３Q会計期間では、タイでの洪水やマクロ環境の悪化に伴う貸倒関連費用増により、メコン圏が減益

３Q会計期間
（３ヶ月間）

国際事業 中華圏 メコン圏 マレー圏

YoY YoY YoY YoY

営業収益 ６05 億円 １09 ％ 91 億円 １０5 ％ 254 億円 １07 ％ ２58 億円 １１3 ％

営業利益 ９1 億円 １17 ％ ２８ 億円 １16 ％ 29 億円 88 ％ 33 億円 １６9 ％

＜参考＞

貸倒関連費用
196 億円 １07 ％ １９ 億円 97 ％ 94 億円 117 ％ ８2 億円 １01 ％

３Q累計期間
（9ヶ月間）

国際事業 中華圏 メコン圏 マレー圏

YoY YoY YoY YoY

営業収益 1,752 億円 １07 ％ 263 億円 101 ％ 747 億円 １04 ％ 740 億円 １１１ ％

営業利益 279 億円 １10 ％ 81 億円 １27 ％ 109 億円 １0６ ％ 89 億円 10２ ％

＜参考＞

貸倒関連費用
573 億円 １07 ％ 5８ 億円 ８8 ％ 260 億円 102 ％ 254 億円 １１9 ％

期中平均レート ※（）内は前年同期差

HKD ： １9.06円(2.2％円高)     THB ： 4.52円(4.9％円安)        MYR ： 3４.87円(4.2％円安) 
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[国際] 中華圏の業績ハイライト

営業収益 営業利益前期差内訳

収益
+3

金融費用
▲2

貸倒関連
費用
▲8

その他
▲4

人件費
+０

８１億円
(YoY １27%)

６４億円

• 審査・途上与信強化により収益は横ばいも、貸倒関連費用や販促費等の費用抑制により増益

0

70

140

210

280

23/3Q22/3Q 24/3Q 25/3Q

263億円

(YoY 101%)

（億円）

21/3Q 25/3Q24/3Q

期中平均レート ※（）内は前年同期差

HKD ： １9.06円(2.2％円高)     THB ： 4.52円(4.9％円安)        MYR ： 3４.87円(4.2％円安) 
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営業利益前期差内訳

• タイでのマクロ環境悪化の長期化や洪水が影響も、貸倒関連費用の増加を抑制し増益を継続

[国際] メコン圏の業績ハイライト

営業収益

0

200

400

600

800

（億円）

収益
＋31

金融費用
＋3

貸倒関連
費用
＋5

その他
＋3

25/3Q24/3Q

人件費
＋13

102億円

23/3Q22/3Q 24/3Q 25/3Q21/3Q

109億円

(YoY １0６%)

747億円

(YoY １04%)

＜ご相談＞
営業収益
営業利益
貸倒関連費用

期中平均レート ※（）内は前年同期差

HKD ： １9.06円(2.2％円高)     THB ： 4.52円(4.9％円安)        MYR ： 3４.87円(4.2％円安) 



20AEON Financial Service Co., Ltd.

営業利益前期差内訳

• 中型・大型バイクの個品割賦の取扱高・残高が増加し、収益は２桁成長を継続

• 若年層を中心とした貸倒増加に対する審査厳格化と回収体制強化により、営業利益は増益に転換

[国際] マレー圏の業績ハイライト

営業収益

0

200

400

600

800

（億円）

23/3Q22/3Q 24/3Q 25/3Q21/3Q

収益
＋７6

金融費用
＋１6

貸倒関連
費用
＋４1

その他
＋7

人件費
＋2

デジタル
バンク
＋8

89億円

(YoY 10２%)8７億円

25/3Q24/3Q

740億円

(YoY 111%)

期中平均レート ※（）内は前年同期差

HKD ： １9.06円(2.2％円高)     THB ： 4.52円(4.9％円安)        MYR ： 3４.87円(4.2％円安) 
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0

1,000

2,000

3,000

4,000

0.0%

3.0%

6.0%

9.0%

12.0%

0

500

1,000

1,500

2,000

0.0%

3.0%

6.0%

9.0%

12.0% 営業貸付金（右軸）

割賦売掛金（右軸）

NPL比率（左軸）

貸倒関連費用/営業債権残高（左軸）

[国際] 上場子会社の債権残高およびNPL推移

（億円）

0

1,500

3,000

4,500

6,000

0.0%

3.0%

6.0%

9.0%

12.0%

（億円） （億円）

■ ACSA（香港） ■ AEONTS（タイ） ■ ACSM（マレーシア）

• 香港：市場全体の破産申請件数は減少に転換 与信の引締め等により貸倒関連費用率は安定推移

• タイ ：マクロ指標の悪化傾向に加え、洪水影響により、貸倒関連費用率、NPL比率ともに上昇

• マレーシア：個人向けローン等の審査厳格化により、貸倒関連費用率は低下

期末日レート ※（）内は前四半期差

HKD ： 20.13円(6.8％円安)     THB ： 4.85円(6.8％円安)         MYR ： 37.95円(8.6％円安) 

※リストラクチャリング契約債権のNPL認識基準の見直し影響

※

※

※２４年２Qに発生した洪水被害に対する引当金の取崩し影響

20252023 2024 20252023 2024 20252023 2024
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業績予想及び配当予想
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2026年2月期 業績予想及び配当予想

連結 YoY

国内 YoY 国際 YoY

営業収益 ５,700 億円 １０7 ％ 3,300 億円 １０5 ％ 2,400 億円 １０8 ％

営業利益 570 億円 ９３ ％ 1９0 億円 ８5 ％ ３９０ 億円 １０1 ％

経常利益 570 億円 91 ％ － ー － ー

親会社株主に
帰属する
当期純利益

210 億円 １３４ ％ － ー － ー

1株あたり配当金 配当性向

年間： 53 円

中間： ２５ 円

5４.５ %

期末： ２８ 円
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重点実施事項
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企業価値向上に向けて
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振り返り

• 現・中期経営計画期間での営業利益はほぼ横ばいで推移し、当初計画と大きく乖離

• 資産収益性を重視した事業見直しに大きく転換

588 588 
500 

614 
570 
（公表値）

2021 2022 2023 2024 2025

実績

計画

営業利益推移/億円

With コロナ After コロナ

Withコロナ期間における
高利回り債権残高の減少

当初計画との乖離要因

海外上場3社に次ぐ
第４の柱の育成遅れ

セキュリティやシステム費を含む
コストの増加

抜本的な
事業見直し

1,000
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次フェーズの方向

• 次期中計は期末決算にて開示予定、「決済」と「融資」を軸に、小売発の金融事業の再設計を図る

稼ぐ力を高め、成長軌道へ復活

第二の創業：
バリューチェーンの革新と
ネットワークの創造

～２０２５年度

➣ 国内外の事業再編

➣ デジタル金融包摂の実行

➣ イオン生活圏の創造に
 向けたインフラ強化

➣ 金融政策変更に伴う
銀行の活用強化

AEON Payへの
経営資源シフト 融資事業の強化 海外事業の再成長

経営基盤

・お客さま視点のサービス提供に向けたグループ一体運営強化

・ガバナンス及びセキュリティ体制の強化

・ローコストオペレーションの徹底
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[事業ポートフォリオの見直し] 次フェーズの基盤構築

• 23年度よりコア/成長領域への経営資源の配分をすすめ、次なる成長への土台構築

• 事業・業務の集約により、リソース再配分を進める

2026年度～

成長フェーズ変革フェーズ
～2020年度

拡大フェーズ

新規
投資

さらなる成長への
新規ビジネス、
展開エリア強化

集約
効率的な事業運営に
向けた全体最適化

ｱｳﾄｿｰｽ
譲渡等

外部リソースの活用、
事業譲渡等による
リソース最適化

23年6月

経営統合
(当社・ACS）

FPM取得

24年1月

マネックス証券
と協業

2月

協栄ｴｲｱﾝﾄﾞｱｲ
取得

５月

【マレーシア】

ABK(M)開業

24年度2Q

【ミャンマー】

休眠化決定

【フィリピン】
ﾌｧｲﾅﾝｽ撤退決定

２５年２月

WAON事業
集約

【ベトナム】
ﾌｧｲﾅﾝｽ事業
取得

コア/
成長
領域へ
リソース
再配分

※オリコ：株式会社オリエントコーポレーション、明治安田：明治安田生命相互会社
 ABK（M)：AEON BANK(マレーシア）、ACS：イオンクレジットサービス株式会社、FPM：フェリカポケットマーケティング株式会社、 APF：イオンプロダクトファイナンス株式会社（現･株式会社オリコプロダクトファイナンス）、
 AALI：イオン・アリアンツ生命保険株式会社、ACSL：ACSリース株式会社、AFSC：AFSコーポレーション株式会社、ACMC：エー・シー・エス債権管理回収株式会社
※株式会社協栄エイアンドアイは、2025年２月１日にイオン保険サービス株式会社を存続会社とする吸収合併を実施

オリコと協業
・APF譲渡

３月 26年２月

ACSLを
当社へ統合

９月

【マレーシア】
AEON360

設立

７月

明治安田と協業

・AALI譲渡

フィンテック企業
AND Global出資

26年度

AFSCを
当社へ統合

ACMC
一部事業を
当社へ統合
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[国内] コア領域へのリソース集中・実効性の向上

• 「決済」、「融資」、「銀行」ビジネスへ経営資源の集中を図る

• グループ全体のガバナンス強化を図る実効性の高い事業構造へ

２０２３/２末 2026年度～

持株会社・決済等

地域通貨等、地域活性ｿﾘｭｰｼｮﾝ提供

イオン住宅ローン
サービス

イオン保険
サービス

エー・シー・エス
債権管理回収

イオンフィナンシャルサービス

集約
23年６月

イオングループから取得フェリカ・ポケット
マーケティング

持株会社

決済

銀行

不動産投資ﾛｰﾝ

保険代理

リース

サービサー

少額短期保険

生命保険

個品割賦

イオンクレジット
サービス

AFS
コーポレーション

イオン銀行

イオン住宅ローン
サービス

イオン保険
サービス

ACSリース

エー・シー・エス
債権管理回収

イオン少額短期
保険

イオン・アリアンツ
生命保険

イオンプロダクト
ファイナンス

イオンフィナンシャルサービス

銀行持株会社

集約 AFSへ統合

集約 AFSへ統合

集約 ショップ事業をABK移管

集約 AFSへ統合

譲渡 明治安田へ譲渡

譲渡 オリコへ譲渡

集約 データ分析事業をAFSへ統合

イオン銀行

イオン少額短期
保険
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収益力の強化



31AEON Financial Service Co., Ltd.

［国内］ AEON Payを軸とした基盤拡大

• 12月より、カード保有者へのAEON Pay登録導線を改善 会員数が拡大

• 26年度にはアプリをイオンウォレットから「ＡＥＯＮ Ｐａｙ」に改め、ニーズに即した機能・体験を提供

5

7

9

11

AEON Pay ID登録会員数 月度推移

24/3 24/6 24/12 25/6 25/12

チャージ払い開始

電子マネーWAONと融合

12月末時点

1,131万人(前月差＋101万人)カード保有者の登録導線改善

556
万人

1,030
万人

FY26

（百万人）

WAONタッチ

の促進
生体認証
（てのひら）

レジチャージ
機能

AEON Pay
アプリ化

・・・
機
能

特
典

AEON Pay
独自特典

ロイヤリティ
プログラム



32AEON Financial Service Co., Ltd.

［国内］ リボ・分割払い残高の拡大

• “あとから分割払い”機能搭載により、若年層を中心に新規利用者が拡大

• 支払回数の選択ができないシーンでの“あとから”ニーズに応え、分割払い利用額が倍増（9-11月）

17.6 

19.2 
20.3 

21.5 

23.7 

27.0 
27.7 28.2 28.5 

40

80

120

160

10

20

30

40

1人あたり残高

残高保有人数

19/4Q 20/4Q 21/4Q 22/4Q 23/4Q 24/4Q 1Q 2Q

2025

新型コロナ
ウイルス拡大

（2025年9-11月）分割払い 前年同期比較

利用者数 YoY １７３％

利用額 YoY １９７％

３Q 決済時 あとから

24％

４３
％

20‐30代
利用構成比

➣ ECやテーマパーク、レジャー、交通等
  支払回数の選択ができないシーン
➣ 分割選択するには、やや低額なシーン

若年層の分割払いニーズ

リボ・分割払い未経験者の分割利用

YoY 230％

（万円）
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［国内］ 融資事業の拡大

• お客さまニーズに合わせた商品設計を実現し、キャッシングに加え無担保ローン残高を拡大

• 少額・即時ニーズに応える新たな融資商品の提供による、さらなる融資収益拡大を目指す

借
入
額

返済柔軟性

銀行無担保ローン

教育、リフォーム等の

大口ニーズ

お客さまニーズに合わせた商品設計

カードキャッシング

冠婚葬祭、家電購入等の

高額出費の補填ニーズ

小口融資

趣味や生活費の一時補填

少額・即時ニーズ

ライフイベントに
応じた商品性

日常的に利用できる
気軽さ

0

200

400

600

カードキャッシング残高

銀行無担保ローン残高

19/4Q 20/4Q 21/4Q 22/4Q 23/4Q 24/4Q
25/4Q
(見込)

4,803
億円

5,634
億円

新型コロナ
ウイルス拡大

ニーズに
合わせた
商品提案

新たな商品
(デジタル

レンディング）

※債権流動化前

＋100
億円

4,944

６９０

６１０

５７７ ５５２
５３８

５２３

4,288

3,973 3,953 4,123

4,2７９
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［国際］ 各国の取り組み

• ベトナムではPTF社の社名を変更し、イオンブランドでの拡大を図る

• AEON Bank（マレーシア）では、新たに事業者向けサービスを開始

マレーシアベトナム

３５５万人

１１月末実績

３００万人

２月末実績

 事業者向け口座開設開始（25年8月）

☐ 事業者向け融資開始（26年1月予定）

AEON Consumer Finance Company Limited.

新社名

Post and Telecommunication Finance Company Limited

旧社名

■ PTF社の社名変更

■ 顧客基盤の強化

イオンブランドを冠し、よりグループシナジーを追求

‣10月
イオンタンアンショッピングセンター
イオンベトナム初のショッピングセンター業態
‣12月

イオンベータビンコム スマートシティ
イオンエンターテイメント初の海外シネコン

イオングループの展開拡大

■ 事業者向けサービスの開始

加盟店の精算口座テナント料の引落口座
売掛金受取口座

イオン向け支払口座

イオングループと取引のある加盟店・中小事業者との関係を通じ
運転資金融資・売掛金担保融資につなげる

※運営：イオンマレーシア
WAON POINT ID数
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Our Purpose

［Our Purpose］
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Appendix
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［再掲] ROE向上に向けた考え方

営業収益 / 債権残高

ROE
向上

資産収益性
(%)

生産性
(%)

当期利益 / 営業収益

債権残高 / 株主資本

資本効率
(倍)

×

×

新しい商品

+α

フィー収益

営業費用 流動費用

固定費用

+

財務

レバレッジ

営業債権残高
既存の

高利回り債権

+

有効ID数

各商品毎の
利用額

×

×

利用率

販売促進費 貸倒関連費用+ 役務取引費用+



38AEON Financial Service Co., Ltd.

2025年度 KPI進捗

• イオン生活圏の拡大による資産収益性・生産性向上を通じ、持続的なROEの向上を目指す

方針
国内KPI

指標 25年度目標 ３Q実績 進捗

「イオン生活圏」拡大による
規模の経済発揮

AEON Ｐａｙ
利用可能場所

+100万箇所 +７３万箇所 7３%

残高の拡大・利回り改善 高利回り債権残高 ＋55０億円 ＋526億円 96%

各商品の取扱高拡大 自社決済取扱高
10兆円（＋0.5兆円）

カード：8兆円
電子マネー：2兆円

７.３兆円
カード：５.８兆円

電子マネー：１.５兆円

７4%

銀行預金残高 + 5,000億円 + ２,６８６億円 ５4%
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［国内］ 顧客基盤

国内有効ID

3,８4０万人
（YoY＋2６3万人、期首差＋２２５万人）

電子マネーWAON ※2AEON Pay会員数

1,030万人
（期首差＋214万人）

カード会員数 ※1

2,657万人
（期首差＋４1万人）

イオン銀行口座数

887万人
（期首差＋12万人）

６０６万人
（期首差＋５５万人）

※1 カード会員には家族カードを含む
※２ アプリ等を通じアプローチ可能なモバイルWAON会員

＊電子マネーWAON累計発行枚数 １億940万枚
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［国内］ １人あたり債権残高の推移

キャッシング債権ショッピングリボ・分割払い債権

20.7 20.9
21.6 21.5 22.1 22.5

23.3 23.7
24.7

25.6
26.7 27.0 27.7

28.228.5

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

32.6 32.7 33.1 33.5 33.8 34.2 34.6 34.9 35.4 35.6 35.9 36.2 36.2 36.3 36.6

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

（万円） （万円）
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預金
５.２兆円

前期差＋6,722億円

預金 5.4兆円

前期差＋億円前期差＋億円

貸出金 ３.２兆円

割賦売掛金 １.4兆円
前期差＋６９３億円

現金預け金 ０.4兆円

[国内] 第3四半期 バランスシートの状況

平均利回り*1

平均預金金利 *1

0.39%
(YoY+0.21ｐｔ)

普通預金
５８％

定期預金
４１％

有価証券 1.0兆円
前期差＋3,741億円

その他資産 ０.４兆円

（4６％）

その他負債 1.3兆円

純資産 0.2兆円

貸出金

• 国内調達の大半は銀行預金 普通預金構成比を拡大することで調達コストの低減を図る

• 資産における高利回り債権※の構成比を高め、資産収益性を高める

リボ・分割

住宅系ローン *2

無担保ローン

1.26％
（YoY+0.42pt）

15.03％（YoY+0.14pt）

9.01％(YoY+0.06pt)

（２０％）

※高利回り債権：リボ・分割、キャッシング、無担保ローン

前期差＋６４４億円

（）は期末時点の資産に占める構成比

1５.４３%
（YoY+２.９８pt)

法人融資

キャッシング

1.58％（YoY+0.14pt）

その他資産 0.8兆円

（15％）

前期差+5,780億円
（44％）

（14％）

（10％）

（2％）

銀行業における
有価証券 

1.７５%

（YoY+０.22pt)

有価証券

割賦売掛金

（21％）

（）は期末時点の貸出金または割賦売掛金に占める構成比

*1 四半期収益又は費用（2025年９月、10月、1１月） ÷ 期間平均残高（2025年９月、10月、１１月） × ４
*2 居住用住宅ローンと投資用マンションローンの貸出金
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国内セグメントにおける取引の一部変更影響

• WAONバリュイシュア事業取得と内部取引の一部見直しにより、ABK（リテール）ーAFS（ソリューション）間の収益・費用の

計上が一部変更 セグメント間での計上変更であり、国内営業利益には影響なし

（単位：億円）
リテール ソリューション

前年同期比 前年同期比

収益

包括信用購入あっせん 477 +293 320 ▲248

個別信用購入あっせん 1 +0 0 +0

融資収益 494 +18 4 ▲1

償却債権取立益 0 +0 4 +1

金融収益 485 +139 12 +8

保険収益 44 ▲55 - -

役務取引等収益 235 ▲4 1,007 +253

その他 94 ▲7 55 +14

費用

金融費用 215 +161 20 +2

保険費用 37 ▲56 - -

役務取引等費用 804 +195 1 ▲0

販管費 729 +137 1,256 ▲57

その他 2 +1 25 +4

加盟店手数料
配賦割合の変更

収益増

収益減

費用増 費用減

＊AFS :イオンフィナンシャルサービス(株)
ABK：(株)イオン銀行

計上基準の見直し(内部取引)
※連結調整により連結・国内影響なし

費用増

収益増

WAONバリュイシュア事業
（ABK保有分）

収益増収益減

費用減

国際ブランド手数料計上の変更
旧：AFS（ソリューション）、新：ABK（リテール）
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海外上場3社 業績 （現地通貨）

FY 2024 FY 2025

3Q累計実績 3Q累計実績 YoY

AEON
CREDIT
SERVICE
(ASIA)

HK$’000

Revenue 1,304,551 1,358,074 １04%

Profit before tax 328,748 424,473 129%

Profit for the period 275,307 352,703 128%

AEON
THANA
SINSAP

(THAILAND)

BAHT’000

Revenue 16,747,306 16,216,541 97%

Profit before tax 2,644,652 2,801,130 106%

Profit for the period 2,191,205 2,235,715 102%

AEON
CREDIT
SERVICE
(M)Berhad

RM’000

Revenue 1,625,683 1,840,212 １13%

Profit before tax 333,811 337,503 101%

Profit for the period 239,644 240,159 100%
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海外上場3社 業績 （円換算）

FY 202４ FY 202５
為替レート

3Q累計実績 3Q累計実績 YoY

AEON
CREDIT
SERVICE
(ASIA)

Revenue 254億円 258億円 102%

為替 （円 / HKD）
・ FY202４Q3 ： 19.49円

・ FY202５Q3 ： 19.06円

Profit before tax 64億円 80億円 126%

Profit for the period 53億円 67億円 125%

AEON
THANA
SINSAP

(THAILAND)

Revenue 721億円 732億円 102%

為替 （円 / THB）
・ FY202４Q3  ： 4.31円

・ FY2025Q3  ： 4.52円

Profit before tax 113億円 126億円 111%

Profit for the period 94億円 101億円 107%

AEON
CREDIT
SERVICE
(M)Berhad

Revenue 543億円 641億円 118%

為替 （円 / MYR）
・ FY2024Q3  ： 33.4６円

・ FY2025Q3  ： 34.87円

Profit before tax 111億円 117億円 105%

Profit for the period 80億円 83億円 104%
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国際事業の各種取扱高、債権残高の状況

（単位：億円）
中華圏（香港） メコン圏（タイ） マレー圏 国際事業

前年同期比
(増減)

前年同期比
(増減)

前年同期比
(増減)

前年同期比
(増減)

クレジット
カード

取扱高 2,041 104% 2,256 85% 729 163% 5,027 99%

債権残高 1,178 +120 1,685 +32 439 +105 3,302 +259

個品割賦

取扱高 - - 220 106％ 1,050 100％ 1,270 101%

債権残高 - - 492 +124 3,616 +601 4,109 +727

個人ローン

取扱高 212 86% 771 86％ 626 108% 1,610 93%

債権残高 333 +8 1,987 +154 1,850 +419 4,171 ＋581

合計

取扱高 2,253 102% 3,247 86% 2,406 116% 7,908 98%

債権残高 1,512 +130 4,165 +312 5,906 +1,125 11,583 ＋1,568
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バランスシートの状況

（単位：億円）
FY 202５ FY 202５

3Q実績 期首増減 3Q実績 期首増減

現金預け金 5,380 ▲ 2,767 預金 54,795 +2,733

営業貸付金 10,735 +935 買掛金 5,122 +1,944

銀行業における 
貸出金

27,551 +846
有利子負債
(預金除く）

14,058 +965

割賦売掛金 20,144 +2,670 その他 3,325 ▲ 48

貸倒引当金 ▲ 1,356 ▲112 負債合計 77,301 +5,594

その他 20,925 ＋4,24１ 純資産合計 6,078 +221

資産合計 83,380 +5,815
負債及び

 純資産合計
83,380 +5,815
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セグメント別業績

（単位：億円）
国内計

※

国際計

※

連結計

※リテール ソリューション 中華圏 メコン圏 マレー圏

営業収益 2,483 1,834 1,404 1,752 263 747 740 4,215

前期比 110％ 127％ 102％ 110％ 101％ 104％ 1１1％ 1０8％

営業利益 136 44 100 279 81 109 89 417

前期比 111％ 45％ 453％ 110％ 127％ 106% 102% 110%

営業利益率 5.5％ 2.4％ 7.2％ 15.9％ 30.8％ 14.6％ 12.1％ 9.9％

前期差 +0.1pt ▲4.4pt ＋5.6pt +0.5pt +6.1pt +0.3pt ▲1.1pt +0.1pt

(参考) 債権流動化による収益影響  79 億円 (前期差+1億円)

※ 国内計及び国際計は、各事業に属するセグメント間取引の相殺消去後であり、連結計には、本社・機能会社および連結消去額を含む
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エリア別業容

（単位：億円） 取扱高
営業債権残高
（流動化前）前年同期比 期首増減

国
内

クレジットカード 61,656 105% 20,327 +1,723

ショッピング 58,717 106% 15,864 +1,539

（うちリボ・分割） - - 3,945 ＋330

キャッシング 2,939 1０2% 4,463 +184

住宅ローン 3,451 76% 40,178 +1,531

その他 - - 12,473 ▲407

国内計 - - 72,980 ＋2,846

国
際

クレジットカード 5,027 99% 3,302 +292

ショッピング 3,589 95% 1,737 ＋176

キャッシング 1,437 100% 1,565 +115

個品割賦 1,270 101% 4,109 ＋653

パーソナルローン 1,610 93% 4,171 ＋399

その他 - - 16 ＋11

国際計 - - 11,600 +1,357
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セグメント別貸倒及び国内利息返還損失引当金の状況

（単位：億円） 国内計 国際計 連結計リテール ソリューション 中華圏 メコン圏 マレー圏

期首貸倒引当金残高 ５72 17 559 ６６３ 50 ３２９ 283 1,２４４

貸倒関連費用
（引当金繰入・損失）

貸倒償却額
（移管債権等含む）

２０４ ２ ２０２ ５７３ 5８ 2６0 254 777

２２６ ０ ２２５ 439 57 １88 193 677

期末貸倒引当金残高 ５５０ １９ ５３７ ７97 52 40０ 344 1,344

※参考 国内子会社の期末残高
<ﾘﾃｰﾙ> ｲｵﾝ銀行：  19億円

<ｿﾘｭｰｼｮﾝ>  ｲｵﾝﾌｨﾅﾝｼｬﾙｻｰﾋﾞｽ：  530億円
ｲｵﾝ住宅ﾛｰﾝｻｰﾋﾞｽ：  10億円 （単位：億円）

FY2024
3Q実績

FY2025
3Q実績

期首残高 25 9

繰入額 - -

利息返還額 13 3

期末残高 11 5

【貸倒引当金】

【利息返還損失引当金】
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イオン銀行の業務改善命令への対応進捗

3Qにおける主な進捗対応事項

マネロン・テロ資金供与対策を重視する健全なリスクカルチャーを醸成し、実効性のあるマネロン・テロ資金供与リスク管理態
勢を構築するとともに、疑わしい取引の届出に関する適切な業務運営の構築

業務改善命令の内容

• イオン銀行における改善計画は遅滞なく進捗

• 対応完了の項目においても外部サービス導入等の運用高度化を継続し、態勢強化に取り組む

・KRIの実績・推移を月次で報告し、検証する運用を継続（１月～）

・監査部によるフォローアップを実施（9月）

態勢構築

・プログラムに基づく研修を実施

主管部署向け研修（10月）

全従業員向け研修（11月）

教育/研修

マネロン・テロ資金供与対策に関するガバナンス強化１

疑わしい取引の届出業務を適時・適切に行うための態勢構築２

取引モニタリングシステムで検知したにもかかわらず、 
疑わしい取引に該当するか否かの判断を行わず放置した
取引への対応

３

ガイドライン未了事項の早期解消４

新システムの早期リリース及び業務運営の開始５

業務改善計画の進捗状況の詳細は
イオン銀行ウェブサイトに掲載しております

https://www.aeonbank.co.jp/company/release/2025/

・経営陣の現場把握に対する仕組みの有効性検証を実施（9月）

・年間計画に基づき、マネロン等対策担当部署及びリスク管理担当部署   

による有効性の検証を継続して実施（11月）

ガバナンス強化
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本資料のうち、当社の将来的な経営戦略や営業方針、業績予測等にかかわるものは、

いずれも現時点において当社が把握している情報に基づいて想定、算出されたもの

であり、経済動向、業界での競争、市場需要、為替レート、税制や諸制度等に関わる

リスクをはじめとする様々な不確実要素を含んでおります。従って、将来、実際に公表

される業績等はこれらの種々の要素によって変動する可能性があります。
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